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	初夏の爽やかさを飛び越え、厳しさを感じるほどの暑さとなりました。 今号では、入職式での新入職員の意気込みや、介護以外の事業についてスポットを当てました。 この広報誌が、皆様との新たな出会いのきっかけとなれば幸いです。
	Start

	2026年度入職式開催される
	「利用者の思いに寄り添いたい・・」  新入職員代表が力強く決意表明
	4月1日（水）、勤医協福祉会の2026年度就業式が行われ、新しく28名の職員が参加しました。代表として看護師の田口愛華さんが決意を述べました。
	田口さんは、学生時代の実習を通して「言葉の奥にある患者さんの人生や価値観を想像する大切さを学んだ」と振り返り、「分かったつもりにならず、その人らしい生活を支えたい」と話しました。また、在宅や施設の場で多職種と関わりながら、利用者様に安心を届けられる看護師として成長していきたいという思いを語りました。
	就業式後のオリエンテーションでは、介護を取り巻く情勢や法人の歩み、基本理念について学びを深めたほか、諸規程集の説明が行われました。

	平和を考えるフィールドワークに18名の職員が参加！
	2026年3月19日（木）毎年開催している平和を考えるフィールドワークに18名の職員が参加し、ノーモア・ヒバクシャ会館と小林多喜二の足跡をめぐり、 「平和・憲法」について学びました。


	社会参加への架け橋　やりがいを実感できる毎日へ 　　　　　　　　　「就労継続支援B型事業所　げんき」
	就労継続支援B型事業所げんきは、障害のある人たちに就労の機会を提供し、知識及び能力の向上を訓練する場所として2021年開設され、今年、５周年を迎えました。 現在24名の利用者さんが登録し、自分の体力にあわせて作業を頑張っています。年齢層も幅広く、高等支援学校を卒業したばかりの18歳から80歳以上の方まで、交流しながら一緒に作業を進めています。主な作業は、病院や高齢者施設で提供されるお食事に使用される野菜の下処理カット作業で、数十キロの野菜を何種類も処理することがあります。もう一つはパソコンの解体、リユースの作業です。不要になったパソコンを解体し、その中からレアメタルを取り出し分類する作業で、細かい作業もありますが、分担しながら根気よく作業を続けています。
	不要になったパソコン 　　　　　　　　　お譲りください！

	地域の子育て相談窓口として　困ったときはお気軽にご相談を 　　　　　　　　　　　　　　「勤医協ぽぷら保育園」
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